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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、中世日本の宗教思想の実相をより社会・政治的な問題として捉えるために、従

来の宗教思想研究が教義の宗派や教理に規制される点を批判的に継承し、中世の日本社会

を基盤とする宗教思想とその担い手である職能民について論じた。 

研究成果の概要（英文）： 
This research addresses the religious ideology of medieval Japanese society as a political 
and social issue. In order to examine this theme, I question the conventional study of 
religion that focuses narrowly on sects and doctrines, and discuss religious ideology 
in the context of medieval Japanese society and the sector of skilled workers that 
supported its foundation. 
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１．研究開始当初の背景 

近年では物質文化に関わる研究手法とし
て、欧米では Visual and Material Culture 
Studies （視覚文化・物質文化研究）が隆盛
しており、その影響によって、あらゆる歴史
的遺物が文明とは切り離せない文脈に置か
れている。かかる手法は、宗教思想・文化を
扱う上でも重要な視点であると考えられる。
しかし、この手法は、現在のところ、遺物が

作られた技術的側面に意義の重きがおかれ、
主に考古学や美術史の分野で用いられてい
るため、何らかの世界観を造形したものであ
っても、その成立過程において影響したであ
ろう政治的・思想的契機にあまり関心が払わ
れていないのが現状である。従って、本研究
では日本中世に構築された宗教的世界観を
一つの思想的遺物として捉え、宗教（技術）
者によって構築された「聖地」や、これらに
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よって荘厳を必要とした「中世王権」の視点
から切り込むことにより、新たな視座による
思想的な発想を基盤とする視覚・物質文化研
究の遂行を目指すものである。 

一方、中世日本の宗教・思想的特色を象
徴的に表す概念に「中世神話」「密教世界」「中
世王権」などがある。これらのバックボーン
には、いずれも中世の宗教世界を基盤とする
知的ネットワークが介在し、さまざま事象と
影響し合った結果、一つの宗教的世界観とし
て当時の社会や国家に浸透していた点が指
摘されている。これらの概念を使用した研究
は、現在、史学や文学、宗教思想をはじめ様々
な分野で行われ、今や中世日本の宗教文化・
思想を論じる上で重要な概念として認識さ
れている。しかし、これらの概念を主体とし
た研究は、資料の制限や方法論的規制によっ
て、主に言説や観念的世界の中で解消されて
いるのが現状であり、その研究史的位置づけ
は極めて曖昧なものとなっている。 

これらを踏まえ、本研究では、観念的側面
のみならず、これらによって創出された思想
的な遺物を職能や職能者の技術と結びつけ
ている点で、従来の研究を一歩進めるものと
考えられる。 
 
２．研究の目的 
中世日本社会における宗教的世界観を、国

家形成や王権に関わる政治的・支配的イデオ
ロギーとしての側面のみならず、世界観を形
象化した遺物（地図や建築、聖地など）を含
む文化の総体的なものとして捉え、中世日本
社会において構築された独自の宗教世界を
多角的側面から浮き彫りにし、一つの歴史的
文脈のなかにこれらを位置づけることを目
的とする。 
 中世の日本は、呪術的な宗教の力が政治的
に利用され、それによって形成された大きな
世界観が特権的に通用し、それが崩れた時代
でもある。換言すれば、中世とは、かかる世
界観の創出、形成、成熟、瓦解などのあらゆ
る宗教の形を体験した時代であるといえよ
う。申請者は本テーマに関する研究をいくつ
かまとめているが、本研究では、これらの画
期となるプロセスを追いながら、中世日本が
抱える宗教問題を、宗教的世界観の問題とし
て捉え、新たな意義を見出したい。 
 そもそも、宗教を世界観の問題として捉え
るその最大の理由は、中世において「世界観」
といわれるものの大半は、宗教に備わる固有
の不文律によってその土台が形成され、荘厳
されている場合が多い。そのため、本研究で
は、宗教を特別なセクトに分けて解釈するの
ではなく、まず社会に構築された世界観を読
み解く、あるいは見出すことから始めたい。 
そして、社会に基盤をもつ宗教的世界観が

生みだされた思想的・宗教的技術と、その遺

物などの創出やこれらの保持を実現させる
技術を有した、中世日本社会における宗教
（技術）者、職能者（職人）の技能活動を分
析する。具体的には、次の三点を中心に追究
することを目的とする。 
（1）中世における民間宗教者の動向  
①権威創出の技術的過程、②権威を荘厳する
知識の根拠と源泉 
 中世において存在根拠を権威的存在（天皇
や貴種、大寺社）に所属・依拠した民間宗教
者（伝統的工人・女性工人・宗教者・非農業
民等）の集団や、生活・活動基盤の基本的性
格を把握し、宗教者の技能（skill）によっ
て創造された世界、特に、彼らが操作した王
の権威を荘厳する知的装置の源泉を解明す
る。これに付随して、都市における社会的身
分の問題（身分外身分とされ賤視された点）
も合わせて考察する。 
（2）「聖地」の思想的位置  
①「聖地」の特色、②「聖地」にこめられた
思想 
 中世日本における宗教（技術）者との共通
性に、人の生と死、聖と俗に関わる職能、呪
術的な力を有していた点が挙げられている。
このような性質の職能によって形成された
「聖地」の中世的な特徴を、思想的・技術的
に追究し、「聖地」（参詣や巡礼の場）と相対
化させ、中世日本における宗教的特色を明確
にする。 
（3） 中世王権の文化史的位置と歴史的文
脈①思想的側面、②文化的側面 
 （1）（2）によって、従来、日本中世の王
権の起源とされた宗教思想や、それに基づき
創造された聖地の存在意義を、単なる観念的
な産物としてではなく、実体的な遺物と思想
とを融合させた上で、中世日本における王権
の文化史的位置づけを行う。さらに、中世に
おける王権の世界観を、一つの歴史的文脈に
位置づけることにより、中世社会における宗
教的世界観の裾野を広げる。 

 

３． 研究の方法 

中世における宗教者の動向を中心に調査
する。日本の宗教者については中世に成立し
た「職人歌合」に登場する職人（番匠・鍛冶・
塗師・蒔絵師・巡礼・勧進聖・暮露・放下・
持者・巫・獅子舞など）の他、声聞師・清目・
河原者・散所法師・供御人・犬神人などの非
人や芸能民を含めた宗教者の分析を行う。 

研究方法として、文献資料だけではなく、
実際に彼ら宗教（技能）者が創造した文化、
携わった職能に関する資料、絵画に描かれた
彼らの姿を収集し分析する。これにより、宗
教者の技能を、思想のみならず技術的にも積
極的に再評価する。 

以上を踏まえ、本研究の核となる中世にお
ける宗教者（職人）、王権（帝権）、聖地の三



 

 

つのポイントを東アジア世界と比較し、これ
らの結節点を導く。 
 本研究は、本来は、普遍的指向性をもつ宗
教思想を源にするものであるが、歴史の時間
軸にあわせてこれらを捉えていくために、多
くの専門的な研究を吸収する必要があり、学
際的な研究手法・方法論的な発想を重視した
研究を行う。 
 
４．研究成果 
 中世社会に登場した思想的な造形物がど
のような職能や宗教に支えられて生成され
たのかについて、いくつかの具体的な研究を
通して考察した。本研究は、従来の宗教思想
研究が教義の宗派や教理に規制される点を
批判的に継承し、社会生活や政治から誕生す
る宗教的思想や造形（遺物）を捉えた。 
 初年度（１年目）は、中世日本社会におけ
る宗教的世界観の構築にかかわる、思想や技
術の担い手、その伝授の方法について考察す
るとともに、かかる世界観の根源的存在とさ
れた中世王権をめぐる思想的構造や中世に
生成した世界観が次世代にどのように展開
したか、考察を進めた。 
 宗教的世界観にもとづく思考規範は、仏教
思想に基づく時空間が認識されることによ
り、社会的な定着を見せはじめた。その思考
規範は、主に寺家内で行われた伝承方法の一
つである灌頂儀礼が、仏教寺院を離れた場
で、文化の伝承方法として成立し、それが、
中世の文化形成に関わっていたことはつと
に指摘されているが、必ずしも仏教から発展
していない文化の発展に、仏教世界で用いら
れた伝授の形式が果たした役割に見出すこ
とで、文化を形成した思考規範を方向付けた
ものに仏教の普遍性を認めることができる。
また、江戸時代に作成された即位印明伝授に
関わる文書の記述を分析することにより、中
世で構築された仏教的世界観が、次第に普遍
性を失い、逆に特定の家が宗教界を支配する
ための言説として利用し、結果的に特殊な世
界を構築する言説として再編成された。 
 一方、仏教が技術的に果たした役割につい
て、中宮御産を事例に考察し、生命の誕生に
関連する一つの技術として、医学的技術とは
別に、宗教的技術としての仏教の役割を捉え
た。中宮を守護し安産祈願を目的とした点は
従来の論と変わらないが、安産を祈る呪術的
な信仰心が仏教規範に基づく思想と結びつ
くことで、技術的な宗教としての意義を獲得
し、中世王権の源泉を担う宗教技術の一つと
して展開する可能性を指摘した。 
 宗教的世界観に基づく思考規範は、中世社
会における文化や技術の進展を形成するも
のであったが、本研究ではいくつかの事例の
過程における宗教の役割を分析することに
より、中世社会における宗教の意義とその展

開の一端を示した。 
 最終年度（２年目）は、宗教職能者の社会
的位置づけと社会的位相、宗教思想が生み出
す中世王権の実相、さらに、宗教職能者が持
つ宗教技術としての呪術や加持祈祷の意味
について考察した。 
 特に、宗教職能者が生み出す「聖」「俗」
の区別は、聖地を創造するというより、日常
のなかに聖俗という社会的秩序や区分を作
り出すことが職能の前提にある。よって、職
能による聖地化とはいわば修法の思想から
生み出される世界観に基づく点を明らかに
した。さらに、宗教を職能とする職能民の労
働形態に定住と非定住がある。職能民が描か
れた絵画資料「職人絵」には、定住職能民し
か描かれなくなっている点から、彼らの職能
を介した社会における「聖」と「俗」世界の
境界線を読み取ることができる。また、職能
的宗教者がおかれた社会的視線と、視線に基
づく描き分けられ方について考察した。中世
の宗教思想に教義的側面と実践的側面があ
る点は従来指摘されているが、これ以外に社
会的に咀嚼され形成された新たな宗教思想
の在り方も加える必要がある。 
 本研究では、宗教技能や技術を専門として
生活を送った人々を宗教職能者と称すが、平
安時代末期から南北朝時代にかけては権門
寺院の僧も同様の活動を送っていた。それ
は、天皇の元に出入りしながら、新たな密教
的な王権解釈を行う天皇護持僧などである。
特に南北朝時代は天皇家の分立が政治のみ
ならず宗教界をも巻き込んだが、問題点は二
つの王権をどう職能化するかというもので
ある。特に、平安時代以降に蓄積された三種
神器に関する密教的解釈を推進したのが天
台僧であったことから、彼らの王権構想につ
いて考察を試みた。中世における宗教職能者
とは、宗教を専門とする職能を有しつつ、宗
教の在り方を宗教の内側と外側から変容さ
せる個性と呪力を有した者であったと考え
られる。かかる職能による世界観とは、思想
の中に構築されるのではなくて、活動そのも
のによって構築されると結論付けることが
できる。 
 最後に、方法論について付言しておきたい。
社会的・政治的背景から誕生する宗教思想や
造形の在り方は、従来の仏教史や宗教学と異
なると考えられる。その方法論は、これらが
誕生した同時代的な資料を丹念に読み解く
ことによって導き出されるものであり、大き
くは歴史学的な方法論をとる。しかし、さら
にそこから導き出される素材は、学際的な解
釈学を必要とするものであり、一つの学問的
枠組みに留まっては解決できない問題であ
ると考えられる。学問の細分化や逆に概説化
が問題視されているなか模索すべき新たな
学問的方法とは、単に方法論を問うのみなら



 

 

ず、具体的な研究・分析を通して実証してい
くことが欠かせないと考えられる。 
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